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予算総額784億7,102万円
一般会計は444億6,600万円で5.3%の増

予算審査特別委員会

　予算審査特別委員会とは､新年度

予算が適正に編成され､健全で効率の

よい財政運営が図られるかどうかを

審査するために設置される委員会で

す｡

　なお､委員は次のとおりです｡

委 員 長　野口　義雄

副委員長　藤井　　正

委　　員　西村　福也　鶴岡　　潔

　　　　　竹内　美穂　中村　利久

　　　　　小俣　文宣　高梨　　守

　　　　　松本　睦男　長南　博邦

�■
一
般
会
計

　

歳
入
で
は
、
平
成　

年
度
に

２２

つ
い
て
は
地
方
交
付
税
と
臨
時

財
政
対
策
債
に
救
わ
れ
た
形
だ

が
、
将
来
の
財
源
は
不
透
明
で

あ
る
。
市
債
は
年
度
末
見
込
残

高
で　

億
円
と
な
り
、
市
民
一

４３９

人
当
た
り 　

万
２
千　

円
で
約

２８

４００

２
千　

円
増
加
し
て
お
り
、
年

２００

々
増
え
続
け
る
状
況
は
不
安
で

あ
る
。

　

歳
出
の
総
務
費
で
は
、
職
員

数
を
定
員
不
補
充
と
民
間
委
託

に
よ
り
大
幅
に
削
減
し
て
い
る
。

減
少
し
た
と
は
い
え
一
カ
月
以

上
の
病
気
休
暇
や
休
職
者
が
後

を
絶
た
な
い
。
行
き
過
ぎ
た
行

政
改
革
を
進
め
る
市
の
施
策
と

反
対
討
論

反 
対 
討 
論

予
算
に
反
対
す
る
。

　

民
生
費
で
は
、
指
定
管
理
者

制
度
に
新
た
に
清
水
保
育
所
が

加
わ
る
が
、
労
使
関
係
は
使
用

者
が
圧
倒
的
に
優
位
で
あ
る
こ

と
は
容
易
に
想
定
で
き
る
。
使

い
捨
て
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ

で
な
い
こ
と
が
起
こ
り
得
る
し
、

労
働
者
が
権
利
を
主
張
で
き
る

環
境
で
は
な
い
。

　

衛
生
費
で
は
、
和
解
に
よ
っ

て
時
間
的
ゆ
と
り
を
持
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
不
燃
物
処
理

施
設
は
３
年
間
も
中
断
し
、
新

清
掃
工
場
建
設
は
法
的
に
住
民

同
意
は
不
要
と
の
立
場
を
堅
持

し
て
い
て
は
住
民
と
の
話
し
合

い
は
進
む
は
ず
も
な
い
。
環
境

影
響
の
事
前
調
査
も
強
引
に
押

し
切
る
た
め
の
手
法
と
し
か
思

え
な
い
。

　

土
木
費
で
は
、相
変
わ
ら
ず
、

東
京
直
結
鉄
道
整
備
を
柱
と
す

る
総
合
計
画
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
の
基
本
姿
勢
を
変
え
ず
、
大

型
公
共
事
業
を
連
発
し
て
い
る
。

一
方
で
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
そ
の
た
め
の
施
策
は
待
っ

た
な
し
で
、　

年
先
・　

年
先

１０

２０

ま
で
の
長
期
財
政
計
画
大
綱
を

示
す
べ
き
で
あ
り
、
東
京
直
結

鉄
道
の
夢
物
語
を
語
る
べ
き
で

な
い
。
市
民
の
暮
ら
し
優
先
の

か
。
国
に
も
責
任
が
あ
る
が
、

近
隣
市
の
多
く
が
一
般
会
計
か

ら
の
制
度
外
繰
入
金
を
増
や
し

て
負
担
抑
制
策
を
と
っ
て
い
る

の
に
、
野
田
市
は
若
干
増
や
し

た
も
の
の
、
基
本
的
な
姿
勢
を

変
え
る
こ
と
な
く
、
市
民
に
負

担
増
を
押
し
付
け
て
い
る
。
市

長
の
こ
う
し
た
政
治
姿
勢
を
容

認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

�■
一
般
会
計

　

歳
入
で
は
、
倉
庫
等
の
大
規

模
家
屋
の
増
に
よ
る
固
定
資
産

税
や
税
率
改
正
に
よ
る
た
ば
こ

税
の
増
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、

特
に
個
人
市
民
税
や
法
人
市
民

賛
成
討
論

賛 
成 
討 
論

施
策
を
阻
害
す
る
よ
う
な
大
型

公
共
事
業
の
推
進
に
は
強
く
反

対
す
る
。

　

教
育
費
で
は
、
一
人
一
人
の

児
童
生
徒
に
触
れ
合
え
る
教
育

環
境
整
備
の
た
め
、
教
員
の
事

務
作
業
を
減
ら
し
、
教
員
を
増

員
し
て
少
人
数
学
級
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
教
員
の
熱

意
に
頼
る
だ
け
で
は
教
育
委
員

会
は
不
要
だ
と
も
言
え
る
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

東
�
地
域
で
一
番
高
い
、
一

人
平
均　

万
円
を
超
え
る
国
保

１０

税
は
、昨
年
に
続
く
値
上
げ
で
、

ま
す
ま
す
滞
納
世
帯
が
増
え
、

資
格
証
の
発
行
に
見
ら
れ
る
よ

う
安
心
し
て
医
療
に
か
か
れ
な

い
状
況
が
広
が
る
の
で
は
な
い

　平成22年度各会計予算の審査に当たっては、 
10人の委員で構成する予算審査特別委員会を 
設置し、3月18日から3日間にわたり慎重に審 
査を行い、各会計予算を原案のとおり可決しま
した。

平成２２年度各会計予算を可決

平成22年度各会計予算規模
対前年度
増 減 率予算額（千円）区　　　　分

5.3%44,466,000一 般 会 計

7.5%18,095,000国 民 健 康 保 険
特 　
　

別 　
　

会 　
　

計

△16.2%3,249,000下 水 道 事 業

△61.6%18,800老 人 保 健

46.8%160,000用 地 取 得

6.4%6,890,900介 護 保 険

△5.5%413,000次木親野井特定土地 
区 画 整 理 事 業

21.3%1,194,400後期高齢者医療

4.4%30,021,100小 計

△29.2%3,983,920水 道 事 業

2.4%78,471,020合 計
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税
が
大
幅
に
落
ち
込
み
、
市
税

全
体
と
し
て
、
１
億
４
千　

万
６００

円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
地
方

交
付
税
、
臨
時
財
政
対
策
債
が

増
と
な
る
が
、
地
方
消
費
税
交

付
金
は
２
億
６
千　

万
円
の
減

７００

が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
昨
年
度

に
も
増
し
て
必
要
な
一
般
財
源

の
確
保
が
非
常
に
厳
し
い
財
政

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
中
、
合
併
時
に
市
民
に
約

束
し
た
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
基

本
的
に
そ
の
水
準
を
落
と
さ
な

い
」
と
の
基
本
的
な
行
政
運
営

の
あ
り
方
を
守
り
つ
つ
、
合
併

特
例
債
の
有
効
活
用
や
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
推
進
、
給
与

の
適
正
化
を
は
じ
め
、
経
費
の

聖
域
な
き
見
直
し
を
行
い
、
多

種
多
様
な
市
民
要
望
を
考
え
、

財
政
健
全
法
や
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
予
算
編

成
で
あ
り
、
評
価
す
る
。

　

歳
出
の
総
務
費
で
は
、
市
制

施
行　

周
年
記
念
事
業
費
が
計

６０

上
さ
れ
、
文
化
芸
術
活
動
や
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
携
わ
る
多
く
の

市
民
の
自
己
啓
発
や
活
動
が
活

発
に
進
め
ら
れ
て
い
く
も
の
と

期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
市
民
の

協
力
の
も
と
展
開
さ
れ
る
安
全

安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
防
犯
活

動
支
援
事
業
に
よ
り
市
民
生
活

の
安
寧
が
図
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
地
域
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
基
金
を
活
用
し
た
庁

舎
省
エ
ネ
改
修
工
事
は
時
代
に

合
致
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
取

り
組
み
と
し
て
今
後
さ
ら
に
進

め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

民
生
費
で
は
、
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
や
障
害
者
施
設
支

援
給
付
費
等
、
障
害
を
持
つ
方

に
も
住
み
や
す
い
、
や
さ
し
い

生
活
環
境
が
確
保
さ
れ
る
支
援

が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
お
り
、

充
実
し
た
質
の
高
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
地

域
密
着
型
介
護
基
盤
緊
急
整
備

補
助
金
は
超
高
齢
化
社
会
が
抱

え
る
介
護
問
題
の
解
決
に
つ
な

が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　

労
働
費
で
は
、
急
激
な
経
済

情
勢
の
悪
化
に
対
応
す
る
緊
急

雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金

事
業
や
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特

別
基
金
事
業
が
計
上
さ
れ
、
臨

時
的
一
時
的
な
就
業
機
会
の
提

供
や
安
定
的
な
就
職
活
動
等
の

支
援
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

土
木
費
で
は
、
梅
郷
西
駅
前

線
道
路
事
業
及
び
鉄
道
高
架
事

業
費
が
計
上
さ
れ
、
さ
ら
に
、

合
併
関
連
事
業
と
し
て
川
間
駅

北
口
駅
前
広
場
整
備
事
業
や
愛

宕
駅
東
口
交
通
結
節
点
改
善
事

業
も
引
き
続
き
計
上
さ
れ
、
幹

線
道
路
等
の
整
備
進
捗
が
図
ら

れ
て
い
る
。

　

教
育
費
で
は
、
市
民
か
ら
の

要
望
に
応
え
る
べ
く
文
化
会
館

の
改
修
が
５
カ
年
計
画
で
実
施

さ
れ
、
平
成　

年
度
は
空
調
設

２２

備
改
修
工
事
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
快
適
な
環
境
の
中
、
市
民

の
文
化
活
動
の
活
発
化
や
文
化

芸
術
の
振
興
が
図
ら
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

■
各
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計

　

そ
れ
ぞ
れ
会
計
の
目
的
に
沿

っ
た
適
切
な
予
算
措
置
が
さ
れ

て
い
る
。

審査風景

その他　4.2％ 
18億6,112万8千円 

土木費　15.0％ 
66億9,259万5千円 

消防費　3.8％ 
16億9,187万1千円 

農林水産業費　1.9％ 
8億2,734万6千円 

総務費　10.0％ 
44億5,999万7千円 

教育費　10.7％ 
47億4,134万9千円 

公債費 
11.0％ 

49億1,314万3千円 

衛生費　9.2％ 
40億8,444万9千円 

民生費　34.2％ 
151億9,412万2千円 

歳　出 
444億6,600万円 

歳　入 
444億6,600万円 

市税　50.6％ 
224億8,063万7千円 

一般会計予算の内訳 

国庫支出金 
11.7％ 
52億49万 
5千円 

県支出金　5.5％ 
24億4,134万5千円 

その他　6.7％ 
30億2,827万 
3千円 
 

使用料及び手数料 
2.8％ 

12億3,730万8千円 
 

地方消費税交付金　2.6％　11億5,738万2千円 
 繰越金　1.7％　7億5,000万円 
 繰入金　1.6％　6億9,046万円7千円 
 

市債　10.0％ 
44億4,970万円 

地方交付税　6.8％ 
30億3,039万3千円 
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